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すぐに役立つ開発指標の話
第14回

●「
幸
福
」
に
対
す
る
期
待
と
関
心

　

開
発
研
究
の
分
野
で
「
幸
福
」
や

「
不
幸
」
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど

の
経
済
統
計
で
は
国
民
の
福
祉
は
十

分
に
測
れ
な
い
と
い
う
問
題
意
識
は

あ
っ
た
。
環
境
や
安
全
・
平
和
と
い
っ

た
お
金
で
は
換
算
で
き
な
い
こ
と
が

人
間
生
活
で
は
重
要
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
、
環
境
や
家
事
労

働
に
も
価
値
を
与
え
て
（
帰
属
計

算
）、
真
の
経
済
的
豊
か
さ
を
示
そ

う
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ノ
ー
ド
ハ
ウ

ス
と
ト
ー
ビ
ン
が
一
九
七
二
年
に
経

済

福

祉

指

標
（M

easure of 
Econom

ic W
elfare

：
Ｍ
Ｅ
Ｗ
）
を
、

一
九
八
九
年
に
は
デ
イ
リ
ー
と
コ
ッ

ブ
が
「
持
続
可
能
な
経
済
的
福
祉
指

標

」（Indicator of Sustainable 
Econom

ic W
elfare

：
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｗ
）

を
提
案
し
、
環
境
も
考
慮
し
た
総
合

的
な
経
済
的
福
祉
へ
の
注
目
を
呼
び

か
け
た
。
福
祉
へ
の
関
心
の
高
い
先

進
国
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
社
会

指
標
の
作
成
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
統
計
局
が
Ｍ
Ａ
Ｐ
（M

easures 
of Australia's Progress

）を
公
表
し
、

日
本
で
も
一
九
七
四
年
か
ら
経
済
企

画
庁
が
「
社
会
指
標
」、
一
九
七
七
年

に
は
経
済
審
議
会
が
国
民
純
福
祉

（N
et N

ational W
elfare

：
Ｎ
Ｎ
Ｗ
）、

ま
た
一
九
九
〇
年
代
に
は
「
新
国
民

生

活

指

標

」（People's Life 
Indicators

：
Ｐ
Ｌ
Ｉ
）
が
公
表
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
ら
は
一
人
当
た
り
所

得
な
ど
で
は
測
れ
な
い
生
活
の
豊
か

さ
を
表
現
で
き
る
福
祉
指
標
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

開
発
研
究
の
分
野
で
は
、
世
界
銀

行
の
「
貧
し
い
人
た
ち
の
声
』
で
、

物
的
豊
か
さ
、
自
尊
と
尊
厳
、
生
活

保
障
、平
和
、身
体
の
安
全
、等
々
が
、

貧
困
層
の
感
じ
る
「
幸
福
」
要
件
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
九

九
〇
年
に
国
連
開
発
計
画
が
提
案
し

た
人
間
開
発
指
数
（H

um
an 

D
evelopm

ent Index

：
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
も
、

様
々
な
批
判
は
あ
る
も
の
の
、「
人

間
開
発
」
と
い
う
視
点
か
ら
社
会
指

標
を
考
え
る
試
み
で
あ
っ
た
。

●
国
民
総
幸
福

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
ブ
ー
タ
ン

の
発
展
理
念
で
あ
る
「
国
民
総
幸
福
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九

七
六
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ

で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
非
同
盟
諸
国

首
脳
会
議
の
後
の
記
者
会
見
で
ブ
ー

タ
ン
の
第
四
代
国
王
が
「
国
民
総
福

祉
」
と
い
う
考
え
方
を
表
明
し
て
以

来
、
こ
の
国
の
発
展
の
理
念
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
政
府
の
文

書
に
は
「
ブ
ー
タ
ン
の
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
発
展
は
国
王
ジ
グ
ム
・
シ

ン
ギ
・
ウ
ォ
ン
チ
ェ
ッ
ク
（the King 

Jigm
e Singye W

angchuck

）に
よ
っ

て
提
案
さ
れ
た
哲
学
の
な
か
に
具
体

化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
国
民
総
幸

福
（G

ross N
ational H

appiness

：

Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
国
民
総
生

産
の
成
長
で
は
な
く
、
我
々
国
民
の

幸
福
と
充
足
（satisfaction

）
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
ブ
ー
タ
ン
の
発
展

の
目
的
で
あ
る
と
定
義
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
経
済

発
展
は
重
要
で
あ
る
が
、
仏
教
国
と

し
て
は
、
経
済
発
展
は
究
極
の
目
的

で
は
な
く
、
そ
れ
に
替
わ
る
目
的
と

し
て
、
文
化
や
自
然
に
も
配
慮
し
た

国
の
あ
り
方
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も

の
が
Ｇ
Ｎ
Ｈ
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の

背
景
に
あ
る
考
え
方
は
開
発
指
標
の

基
礎
に
な
る
よ
う
な
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
た
と
え
ば
「
家
族
の
重
視
」

と
い
う
理
念
に
は
国
王
自
身
が
家
族

と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
人
々
の
日
常

生
活
に
即
し
た
実
際
的
な
あ
り
方
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
幸
福
感
の
決
定
要
因

　

幸
福
感
の
決
定
要
因
に
関
す
る
研

究
で
利
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
ひ
と

つ
が
「
世
界
価
値
観
調
査
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
世
界
各
国
・
地
域
ご
と
の
全

国
の
一
八
歳
以
上
の
男
女
一
〇
〇
〇

サ
ン
プ
ル
程
度
の
回
答
を
基
礎
に
し

た
個
人
対
象
の
意
識
調
査
で
あ
る

が
、
政
治
経
済
だ
け
で
な
く
、
労
働

や
宗
教
、
家
族
と
い
っ
た
広
い
分
野

を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
世
界
価
値
観

調
査
」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
非
営
利
団
体
で
あ
る

「
世
界
価
値
観
調
査
」
協
会
（W

orld 

福
祉
指
標
と

国
民
総
幸
福

Indicators of W
elfare and the G

ross N
ational 

H
appiness (

G
N
H)

野
上  

裕
生
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Value Survey Association

）

と
、

そ
の
会
長
を
つ
と
め
た
ミ
シ
ガ
ン
大

学
社
会
調
査
研
究
所
の
ロ
ナ
ル
ド
・

イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
教
授
が
中
心
に
な

り
、
各
国
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
協
力

を
得
て
、
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。「
幸
福
」
研
究
に
伴
う
統
計
調

査
に
は
前
記
の
「
世
界
価
値
観
調
査
」

以
外
に
も
、
内
閣
府
の
「
国
民
生
活

選
好
度
調
査
」
等
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
幸

福
」
の
決
定
要
因
と
し
て
は
、
⑴
所

得
、
⑵
格
差
と
不
平
等
、
⑶
就
業
、

⑷
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
年
齢
・
健
康
な
ど

の
個
人
属
性
、
⑸
社
会
的
関
係
、
⑹

政
治
経
済
体
制
と
国
民
性
な
ど
、
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
経
済

変
数
が
上
昇
し
て
も
幸
福
感
は
上
昇

し
な
い
こ
と
、
ま
た
人
間
開
発
指
数

の
よ
う
な
客
観
的
な
社
会
指
標
が
高

く
て
も
、
幸
福
感
自
体
は
あ
ま
り
高

く
な
い
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
「
世
界
価
値
観
調
査
」
で
報

告
さ
れ
て
い
る
「
幸
福
度
」
と
、
人

間
開
発
指
数
（
お
よ
び
そ
の
順
位
）

を
比
較
し
て
見
る
と
（
表
参
照
）、

人
間
開
発
指
数
が
高
く
て
も
幸
福
度

が
高
く
な
い
国
も
あ
る
。
こ
の
理
由

と
し
て
は
、
人
間
開
発
指
数
は
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
教
育
、
平
均
余
命

な
ど
の
性
格
の
異
な
る
指
標
を
単
純

に
平
均
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
得
ら
れ
る
満
足
度
は
所
得
水
準
が

高
く
な
る
に
つ
れ
て
低
下
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
の
で
、
人
間
開
発
指
数

は
先
進
国
の
幸
福
感
の
研
究
に
は
適

さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
経
済
学
的
研
究
で
あ
る
以

上
は
単
な
る
統
計
的
相
関
だ
け
で
な

く
、
因
果
関
係
の
モ
デ
ル
化
も
必
要

で
あ
る
。
た
と
え
ば
経
済
発
展
に

よ
っ
て
新
し
い
製
品
・
産
業
・
企
業
が
、

古
い
製
品
・
産
業
・
企
業
に
代
替
し

て
い
く
な
ら
ば
損
失
を
被
る
人
も
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
経
済
変
数
と
幸
福

感
の
乖
離
を
説
明
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
客
観
的
な
貧
困
状
況

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
「
幸
福
」
だ
と

感
じ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
経
済
学
は
「
効
用
」
を
対
象
に
し

て
き
た
の
に
、
人
間
の
客
観
的
な
在

り
方
や
世
界
観
な
ど
を
考
慮
し
た

「
幸
福
」（w

ell being, happiness

）

に
経
済
学
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
比

較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
の
が
み

　
ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所

　
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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国名 世界価値観調査2000年で
「非常に幸せ」（％）

世界価値観調査2000年で
「やや幸せ」（％） HDI（2000年、順位）

スウェーデン 36.5 56.9 0.941（2）

カナダ 45.2 50.7 0.940（3）

日本 27.8 58.7 0.933（9）

イギリス   3.7 43.6   0.928（13）

ドイツ 17.9 63.3   0.925（17）

韓国   9.6 78.1   0.882（27）

ハンガリー 17.5 54.3   0.835（35）

ポーランド 14.9 58.3   0.833（37）

ロシア   5.7 40.7   0.781（60）

ブルガリア   8.3 37.9   0.779（62）

ルーマニア   3.6 42.9   0.775（63）

フィリピン 39.2 48.8   0.754（77）

ヴェトナム 48.7 42.6     0.688（109）

インドネシア 20.4 73.7     0.684（110）

インド 25.3 47.6     0.577（124）

バングラデシュ 14.7 62.6     0.478（145）

（注）HDIの順位は173か国の順位で、「世界価値観調査2000年」は1999年から2001年の18歳以上の個人の面接調査の結果。
（出所）HDIはUNDP [2002] Human Development Report 2002, New York: UNDP, pp.149-152.世界価値観調査は電通総研・

日本リサーチセンター編［2004］『世界60ヵ国価値観データブック』同友館78ページ。


